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自分のまちは、
自分でデザインする。

日本の100年を、
一人の気持ちから

SASIのアイデンティティ
地方は地方の人や、地方の企業で強くする。
外部の力ばかりに頼らずに、よそ見をせずに、
自分のまちを、自分の企業を自らがデザインして価値を引き出す。

SASIのビジョン
迷いながらも自分らしく邁進する姿が仲間を勇気づけ、

より良い社会と、これからの日本の100年をデザインする原動力へ。
まずは「自分」から。そして「組織」を変えて、「社会」を変えるイノベーターへ。
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自分のまちは、
自分でデザインする。

日本の100年を、
一人の気持ちから

SASIの「アイデンティティ経営」の伴走支援

内発的動機から生まれる「ありたい姿」の達成に向けた
チーム組成型伴走支援による経営のデザイン
自社の積み上げてきた経営資源（リソース）と大切な経営者のアイデンティティを組み合わせ、

社員や顧客、市場を巻き込みながら、その渦を大きくいしていくためのデザイン活用。

積み上げていくべきブランドを育てていきながら、新たな挑戦をする新結合を促し、関係

人口（仲間）と付加価値を増やしていくアイデンティティ経営。
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Identity Management :  Case 1

島根県松江市

有限会社白銀屋商店街



有
限
会
社
白
銀
屋
商
店
街
は
、島
根
県
松
江
市
に
て
、１
店
舗
だ
け
の
ス
ー
パ
ー
を
経
営
し
て
い
ま
す
。長
年
地
元
の
人
々
に
愛
さ
れ
、地
元
住
民

に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、白
銀
屋
を
取
り
巻
く
環
境
も
日
々
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
進
出
、海
外
系
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

ス
ー
パ
ー
の
登
場
、さ
ら
に
販
売
力
に
優
れ
た
他
店
舗
の
台
頭―

―

こ
う
し
た
外
的
要
因
に
よ
る
売
上
減
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

更
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、昨
今
の
電
気
料
金
の
高
騰
と
い
う
予
想
外
の
試
練
も
押
し
寄
せ
る
な
か
、３
代
目
の
岸
本
孝
弘
さ
ん
は
現
状

を
打
破
す
る
た
め
の
経
営
戦
略
と
し
て
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
踏
み
切
り
ま
す
。

店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
す
る
支
援
は
信
用
保
証
協
会
を
経
由
し
公
募
で
募
ら
れ
ま
し
た
。競
合
他
社
の
徹
底
的
な
リ
サ
ー
チ
と
業
界
の
動
向
分

析
を
基
に
、多
く
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が「
安
く
て
便
利
」と
い
う
単
純
な
戦
略
を
追
求
す
る
中
で
、あ
え
て
そ
の
軸
を
外
し
、白
銀
屋
の
強
み

を「
美
味
し
さ
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
。価
格
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、提
供
す
る
価
値
そ
の
も
の
を
高
め
る
戦
略―

―

こ
れ
こ
そ
が
白
銀

屋
の
新
た
な
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
そ
れ
以
上
の
機
会
と
捉
え
、「
ネ
オ
商
店
街
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
案
し
た
。こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、店
内
の
売
り
場

コ
ー
ナ
ー
を
一
つ
一
つ「
商
店
街
の
専
門
店
」と
し
て
捉
え
、各
コ
ー
ナ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
を「
店
主
」と
し
て
任
命
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、自
身
の
担
当
コ
ー
ナ
ー
の
売
上
増
加
策
や
リ
ピ
ー
ト
顧
客
の
獲
得
を
自
ら
の
責
任
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
組
織
全
体
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
、活
力
を
持
っ
て
運
営
す
る
姿
が
少
し
ず
つ
定
着
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
挑
戦
の
中
で
、組
織
開
発
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
定
期
的
に
行
い
、リ
ー
ダ
ー
の

み
で
の
店
舗PR

作
戦
会
議
を
実
施
。

こ
う
し
て
、白
銀
屋
は
再
び
地
域
の
中
で
輝
き
を
放
つ
べ
く
、ゆ
っ
く
り
と
、し
か
し
確
実
に
、そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
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売
上
減
少
か
ら
人
材
不
足
へ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
。

現
状
を
打
破
す
る
た
め
の
一
手
を
。

地元スーパー再建を、
原点に立ち戻る「ネオ商店街」というコンセプトで、
活力を引き出す。

有
限
会
社
白
銀
屋
商
店
街 
｜ 
小
売
業
　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

case1:

有
限
会
社
白
銀
屋
商
店
街
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case1:

有
限
会
社
白
銀
屋
商
店
街

社会インフラとしてのスーパー機能

チャレンジショップ的機能

地元野菜を販売

手
作
り
惣
菜
を
販
売

こ
だ
わ
り
種
類
豊
富
な

酒
販
売 地

元
の
米
販
売

地
元
野
菜
と
全
国
の
野
菜

地元の精肉店としての
特徴を出す

地元素材を使った
手作り惣菜

地元素材の手作りパン

地元の鮮魚店
としての特徴を出す

漁獲量が
不安定

いい卵がある

いいネタを扱う

いいネタを扱う

スーパーマーケット

個性ある地元素材の商店街（美味しい）とスーパーマーケット（便利）の両方とり

冷凍生地

高齢者用

鮮魚店精肉店

米屋

八百屋

パン屋
酒屋



島根県を中心とし、選び抜いた食材の専門店たち。「スーパーの
各コーナー」ではなく、魅力的な個店の集まる「商店街」として
見立て再構築するために、全体として「ネオ商店街」としてコンセ
プトを共有しながら各店舗の店主（セクションリーダー）の個性を
反映したクリエイティブを展開。
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case1:

有
限
会
社
白
銀
屋
商
店
街

S
H

IR
O

G
A

N
E

YA

shopping street
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Identity Management :  Case 2

香川県東かがわ市

アーバン工芸株式会社
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景
気
停
滞
、新
興
国
台
頭
。そ
し
て
事
業
承
継
へ
。

こ
れ
か
ら
の
経
営
に
立
ち
向
か
う
、若
き
経
営
者
の
挑
戦
。

全員が「実現不可能だ」と言った
緻密な内縫い・パッチワークのデザインで、
「潮目を変える」ブランドへ。

ア
ー
バ
ン
工
芸
株
式
会
社 
｜ 
製
造
業
　
バ
ッ
グ
・
革
小
物

case2:

ア
ー
バ
ン
工
芸
株
式
会
社

か
つ
て
、東
か
が
わ
の
地
で
革
手
袋
づ
く
り
か
ら
歩
み
を
始
め
た
ア
ー
バ
ン
工
芸
。時
代
の
波
に
乗
り
、繊
細
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
武
器
に
レ
デ
ィ
ー

ス
バ
ッ
グ
のO

EM

で
成
長
を
遂
げ
た
が
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
シ
ン
プ
ル
化
と
市
場
の
停
滞
が
重
な
り
、そ
のO

EM

需
要
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま

し
た
。現
在
で
は
事
業
承
継
し
、代
表
取
締
役
と
な
っ
た
内
海
公
翔
さ
ん
が
東
京
か
ら
家
業
に
戻
っ
た
頃
、経
営
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、産
地
の
ラ

イ
バ
ル
た
ち
も
同
じ
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

事
業
の
再
生
を
目
指
し
、OEM

に
依
存
し
な
い
経
営
状
況
を
作
り
出
す
た
め
に
、自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
に
挑
戦
す
る
も
の
の
、自
社
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
活
か
し
た
商
品
づ
く
り
は
な
か
な
か
実
現
せ
ず
、失
望
が
漂
う
工
場
内
に
は
無
数
の
試
作
品
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、彼

の「
東
か
が
わ
を
活
性
化
し
た
い
」と
い
う
思
い
と
、「
バ
ッ
グ
で
勝
負
す
る
」と
い
う
情
熱
は
揺
る
ぎ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
年
に
及
ぶ
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
ス
タ
ッ
フ
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、彼
の
中
に
あ
っ
た
漠
然
と
し
た
こ
だ
わ
り
が
次
第
に
形
を
取
り
始
め
ま
し

た
。OEM

で
評
価
さ
れ
る
技
術
を
再
評
価
し
、ラ
イ
バ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
徹
底
的
に
研
究
。そ
の
結
果
、彼
ら
の
強
み
は「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
内
縫
い
」と

「
カ
ー
ブ
形
状
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」に
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、そ
れ
を
も
と
に
生
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
原
案
は
、実
現
不
可
能
と
思
え
る
ほ
ど
野
心
的
で
あ
り
、全
社
が
反
対
す
る
中
内
海
公
翔
さ
ん
は
、

丁
寧
に
、そ
し
て
粘
り
強
く
説
得
を
続
け
ま
し
た
。

新
興
国
が
技
術
を
高
め
て
い
る
現
代
、Made in Japan

の
価
値
だ
け
で
は
生
き
残
れ
な
い
。そ
れ
で
も
、彼
ら
は
東
か
が
わ
で
も
の
づ
く
り
を
続

け
る
こ
と
を
選
び
ま
し
た
。「
瀬
戸
内
の
潮
流
に
逆
ら
う
よ
う
な
熱
意
」で
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
決
意
し
、そ
の
名
を「TIDE

」と
名
付
け

ま
し
た
。「The tide is turning

（
形
勢
を
逆
転
す
る
）」と
い
う
言
葉
に
、そ
の
決
意
を
込
め
た
の
で
す
。

TIDE

初
の
展
示
会
で
は
、世
界
の
ト
ッ
プ
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
か
ら
の
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
。正
式
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
行
わ
ず
と
も
、地
元
メ
デ
ィ
ア
か

ら
の
注
目
は
日
増
し
に
高
ま
り
、新
聞
や
テ
レ
ビ
で
の
露
出
も
増
え
て
い
ま
す
。ア
ー
バ
ン
工
芸
は
、世
界
的
ブ
ラ
ン
ド
と
肩
を
並
べ
る
日
を
目
指

し
て
、販
売
戦
略
と
経
営
戦
略
を
慎
重
に
進
め
て
い
く
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。



「the TIDE is turning　形成を逆転する」を意味するブランド名。
瀬戸内海の予測不能な潮目から着想を得て、波が起きる要因で
ある月をモチーフにしたシンボルマークには、不確実な社会にお
いて挑戦し続ける事業者の姿勢を表現しました。
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case2:

ア
ー
バ
ン
工
芸
株
式
会
社

3,475.8 km（赤道）

3,471.3 km（極）

正円ではなく月の比率
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case2:

ア
ー
バ
ン
工
芸
株
式
会
社

�e TIDE is turning
瀬戸内海の南東に位置する香川県東かがわ市。東かがわは古くは瀬戸内の温暖な気候から塩づくりが盛んに行われ、
庶民の生活基盤が出来上がりました。時代は流れ塩づくりの衰退から一念発起した僧侶が手袋づくりを本州から持ち込んだ
ことにより、それが派生した革手袋作りが東かがわの産業基盤となる地場産業になったとされています。
2000年代に入り、世界は急速に小さくなりました。物流革新やIT革命によるグローバリゼーションの流れが一気に加速し、
生活消費財であった革手袋は一気にコモディティ化が進んだ中で再び危機が迫る中、covid-19が世界を襲いました。
不安と見えない恐怖が目の前を支配する時代。
しかし、私たちは変化に喜んで適応したい。決して目の前は明るくない。しかし、だからこそ挑戦したい。
瀬戸内の海流は時間帯によって縦横無尽に行き交います。まるで現在目の前に広がる「不確実な社会」のよう。
私たちは社会の流れを変えたい。
「the TIDE is turning　形勢を逆転する」ための姿勢を私たちの資源である革手袋技術を応用し、不確実な社会に挑戦します。
うねりを作る潮の原点である月をモチーフに、TIDEのシンボルは生まれました。シンボルはうねりが最高潮となる新月
（一日の語源）の1日前つまり0を表し、パッチワークは予測不能な瀬戸内を表ました。
私たちは表現者でありたい。モノの消費ではなく、「形勢を逆転する」ここからの挑戦という眼差しをプロダクトに込めました。
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case2:

ア
ー
バ
ン
工
芸
株
式
会
社
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Identity Management :  Case 3

大阪府高石市

生野金属株式会社
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缶
の
価
値
を
再
定
義
す
る
た
め
に
。

受
け
継
い
で
き
た
技
術
や
歴
史
、文
化
を
紐
解
き
、可
能
性
に
挑
む
。

組織を巻き込むリーダーシップで、
０から１を、１からA(未知なる可能性)へ挑む
自律型の組織へ変革する。

生
野
金
属
株
式
会
社 

｜ 
金
属
加
工
業
　
製
缶

case3:

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
で
缶
を
製
造
す
る
生
野
金
属
株
式
会
社
。1949

年
の
設
立
以
来
、彼
ら
は
金
属
容
器
の
製
造
を
主
な
生
業
と
し
、特
に18

リ
ッ
ト

ル
缶
や
美
術
印
刷
缶
、鋼
製
ペ
ー
ル
缶
で
そ
の
名
を
轟
か
せ
て
き
ま
し
た
。技
術
者
た
ち
の
腕
は
た
し
か
で
、彼
ら
が
生
み
出
す
薄
板
鉄
板
の
精
緻

な
加
工
技
術
は
、多
く
の
顧
客
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
技
術
力
の
裏
に
あ
る
の
は
、単
な
る
製
造
で
は
な
く
、「
缶
」と
い
う
存
在
そ
の
も
の
を
見
つ
め
直
す
情
熱
で
し
た
。彼
ら
は
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
が

不
要
な「Labeless®

」と
い
う
環
境
に
優
し
い
製
品
を
開
発
し
、「W

e Love Cans

」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、缶
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る

べ
く
奮
闘
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、社
長
の
小
西
康
晴
さ
ん
は
悩
ん
で
い
ま
し
た
。「
缶
自
体
は
輸
送
手
段
で
し
か
な
い
」た
め
、原
価
高
騰
な
ど
に
よ

る
価
格
見
直
し
の
煽
り
を
モ
ロ
に
受
け
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、近
畿
経
済
産
業
局
主
催
の
デ
ザ
イ
ン
経
営
推
進
事
業
に
参
加
さ
れ
、生
野
金
属
は
０
１A

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。そ
し
て
社
員
た
ち
を
巻
き
込
み
、「
缶
と
は
何
か
」「
自
分
た
ち
は
何
を
つ
く
っ
て
い
る
の
か
」と
い
う
本
質
的
な
問
い
に
立
ち
返
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。そ
の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
、金
属
印
刷
会
社
で
あ
る
富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社
と
共
同
開
発
し
た
、こ
れ
ま
で

の
製
品
と
は
異
な
る
、マ
カ
ロ
ン
の
よ
う
な
形
を
し
た「
コ
ロ
ン
缶
」で
し
た
。そ
れ
は
単
な
る
輸
送
手
段
と
し
て
の
製
品
で
は
な
く
、「
缶
自
体
が
商

品
と
な
る
」新
規
商
材
で
す
。こ
れ
ま
で
と
は
全
く
異
な
る
挑
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、社
員
た
ち
の
中
に
は
よ
り
強
い
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
芽
生
え
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
の
ス
タ
ッ
フ
が
正
社
員
に
登
用

さ
れ
る
ほ
か
、中
途
入
社1

年
目
の
社
員
が
新
規
事
業
の
担
当
者
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、彼
ら
は
次
々
と
新
し
い
挑
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

既
存
製
品
の
品
質
向
上
、効
率
化
は
も
ち
ろ
ん
、コ
ロ
ン
缶
の
市
場
開
拓
に
本
腰
を
入
れ
る
と
と
も
に
、大
阪
府
岸
和
田
市
の
商
業
施
設

「W
H
ATAW

O
N

」内
に
実
店
舗「Caran Coron

（
カ
ラ
ン
コ
ロ
ン
）」を
富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社
と
共
同
で
オ
ー
プ
ン
し
、顧
客
と
の
新
た
な
接

点
を
作
り
出
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
な
い
販
路
が
確
実
に
増
え
つ
つ
あ
り
、生
野
金
属
の
未
来
は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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シンボルマーク

シンボルマーク

シンボルマーク

保護領域

最小サイズ

x1/4x

1/4x

シンボルマークは01A PROJECTの核となるものであり、今後社内外へのブランドイメージを形成するためにも最も重要な要素です。シンボル
マークを効果的に表示するために、シンボルマークの周囲には十分なスペースを設けてください。
また、視認性と再現性を確保するために、最小使用サイズも設定しています。これに満たないサイズでは使用できませんのでご注意ください。

8mm 22px

生野金属/01A PROJECTが大切にすること

フィロソフィー

さまざまな平面を、うつくしい立体にして届ける

缶製造メーカーから、CAN製造メーカーへ

MISSION ミッション 役割

描く未来や目標VISION ビジョンVALUE バリュー 価値観

01A PROJECTに関わるメンバーは、事業や施策の構想・実行の中で生野金属のフィロソフィー（ミッション・バリュー・ビジョン）を体現します。

お互いを理解しよう

ワクワクしよう

必要とされるものを創ろう

自分から始めよう

プロジェクトカラー

プロジェクトのオリジナルカラーパレット
01A PROJECTのコンセプトや意図を社内外へ浸透させるためにオリジナルカラーパレットを作成しました。

シンボルマークと共に活用することで、ブランドの確立していくことをを意図します。

Ikuno Red
CMYK:14/91/77/0

#D33636（アクセントカラー）

RGB:211/54/54

Ikuno Redは、創業当時から変わらない「新しい価値を生み出す誇り」を
表します。日本の伝統色「猩々色（しょうじょういろ）」をベースに、情熱や
意志、新たな挑戦の灯火を表現します。

#003B64（メインカラー）

CMYK:100/84/45/9 RGB:0/59/100

Ikuno Blue

Ikuno Blueは、01Aプロジェクトのこれからの姿勢を表します。全ての青
色の元と言われる濃藍色をベースに調整。広がっていく様や凛とした印
象を与えるIkuno Blueは生野金属の立体整形への想い（＝美意識）や新
たな価値の展開（1A）を表現します。

Ikuno Silver
CMYK:32/18/27/0

#B9C4BA（サブ/ベースカラー）

RGB:185/196/186

Ikuno Si lverは、生野金属の製品の品質の高さを表します。いわゆる「ブ
リキ色」を安直に表現するのではなく、青や緑を混ぜた複雑で奥深いシ
ルバーを表現。

CMYK:9/7/7/0 RGB:236/236/235

Ikuno White

Ikuno Whiteは生野金属の柔軟性を表します。立体造形の美しさや製品
の革新性に注目が集まるが、その背景には顧客に寄り添いニーズを引き
出し、社内外の調整を行う業務部や営業部の存在が大きく影響します。
Ikuno Whiteはその顧客への想いを表現します。

#231815（サブ/ベースカラー）

シンボルマークとカラーの組み合わせ
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その他制作実績
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■01:株式会社みたて ■02:株式会社三上工作所 ■03:パレフタバ株式会社 ■04:株式会社MWV ■05:田治米合名会社 竹泉 ■06:昌和莫大小株式会社

01 02 03

04 05 06
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■05:近畿編針株式会社 ■06:豊開発株式会社 ■07:カネリョウ商店株式会社 ■08:カネリョウ商店株式会社 ■09:株式会社SASI(自社ブランド) ■10:株式会社神防社 ■11:氷上不動産 ■12:常盤精工株式会社
■13:有限会社知足庵 ■14:株式会社す・なお ■15:有限会社あかい ■16:菅哉物産株式会社

05 06 07 08

09 10 11 12

13 14 15 16
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■上：有限会社あかい工房 ■下：アサヒ産業株式会社
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■上：豊開発株式会社 コーポレートサイト ■下：豊開発株式会社 あそ部サイト
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■上：株式会社三上工作所 ■下：整形なかむら医院
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■上：近畿壁材株式会社 土のミュージアムSHIDO ■下：晴耕雨耕株式会社
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■田治米合名会社　竹泉パッケージデザイン（上）/ボトルデザイン（下左）/キービジュアル（下右） ■菅哉物産株式会社　熟成素麺パッケージデザイン（上）/温素麺パッケージデザイン（下）
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■カネリョウ商店株式会社　釜屋パッケージデザイン ■株式会社みたて　手ぬぐいデザイン（上左）/パッケージデザイン（上右）/ボトルデザイン（下）
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■大徳醤油株式会社　醤油じかんパッケージデザイン（上）/山椒醤油パッケージデザイン（下左）
ほたるいか魚醤パッケージデザイン（下右）

■近畿編針株式会社　＆Seeknitパッケージデザイン（上）/Seeknitパッケージデザイン（下）



Copyright © ���� SASI .co,.ltd.

■パレフタバ株式会社　パッケージデザイン ■常盤精工株式会社　TABLEX プロダクトデザイン


